
































第１局面

1980年代～1990年代

第２局面

2000年代～

1. フードレジームの

一般的概念

2. 政治的に覇権的

な統治/支配

イギリス帝国支配，後続
する西欧州列強諸国

冷静体制における（資本
主義世界での）アメリカ覇
権

3. 通貨と貿易の体制

金本位制（イギリス・ポン
ドの金為替本位制）と，
「自由貿易帝国主義」

（不換・管理通貨制度へ
の移行とブロッキズム）

ブレトンウッズ体制と農業
の例外的取扱をともなう
ガット体制

変動相場制下の巨大債務
国化するアメリカ・ドル垂れ
流し，WTOに体現される新

自由主義的・包括的・例外
（農業）なき自由貿易

左記と同じ通貨制度だが
ユーロと人民元による対抗
を受けている。WTOの行き

詰まりを受けた，新自由主
義的だが対非加盟国差別
的なFTA・EPAの増殖

4. 資本蓄積の世界

史的に支配的な諸
形態

主要産業としての繊維工
業とそれを支える鉄鋼・機
械工業における，各国的
基礎上での蓄積の社会
的・空間的拡張

国際化された国家独占資
本主義下での，アメリカ・
ハイテク軍産複合体とそ
の他同盟国の大量生産・
消費型重化学工業との
「冷戦型国際分業」をとも
なった資本蓄積（日本，
西ドイツなど後者の一般
重化学工業がアメリカを
急追し，やがて追い越
す）

多国籍資本が主導するア
ジア，新興諸国，ついでそ
の他南への生産（製造業）
のグローバル化，および金
融化

いっそう本格的な金融化，
および生産（製造業）と後に
消費の「中国化」

資料：フードレジーム分野の多数の著者による諸文献（Friedmann, Harriet  (2014) Food Regimes and Their Transformation , Food Systems Academy,
          http://www.foodsystemsacademy.org.uk/audio/harriet- friedmann.html，2021年8月5日閲覧，も含む），Winson, Anthony (2013) The Industial
          Diet , Vancouver, University of British Columbia Press，およびOtero, Gerald (2018) The Neoliberal Diet , Austin, University of

第１フードレジーム

（1870～1914年）

（第一次大戦から第二
次大戦終焉までの移行

期）

第２フードレジーム
（1945～1973年）

第３フードレジーム（1980年代～）

グローバル規模の農業と食料の国際諸関係であり，農業食料の生産と消費の諸配置，それらの国際分業，そのような構
造を構成する諸アクターと諸制度の束を含み，それら全てが世界史的に基軸をなす資本蓄積の諸形態・諸段階を支え条
件づけると同時に，その逆でもある。

多国籍・グローバル資本に強力に影響されそれらに資す
る国家および超国家諸機関による支配。直近では特に
中国とアメリカのように国家諸権力の漸次的再強化。



第１局面

1980年代～1990年代

第２局面

2000年代～

5. ダイエット

レジーム

第１ダイエットレジーム

（1970～1949年）：機械制

工業型純白小麦製粉，食
肉産業，朝食シリアルお
よび缶詰食品の登場を契
機とする，工業化食生活
の対等，発展および標準
化

第２ダイエットレジーム
（1950～1980年）：工業化

食生活の強化と，その（あ
るいはアメリカ的食生活
の）「空間的植民地化」
（食料購買・消費場面の
工業化食料資本による支
配包摂）をつうじた途上諸
国への広く深い浸透

6. 主要な農業

食料複合体

(1) 欧州人入植者植民諸

国家からの小麦と粗飼料
飼養食肉，
(2) 砂糖，植物油，バナ

ナ，茶，コーヒー，ココア，
タバコなどの補助的飲食
品，および綿花，木材，ゴ
ム，藍などの工業原料
の，
いずれも帝国植民地から
イギリスおよびその他西
欧諸国への輸出

（第一次大戦による貿易
の中断，戦後農業不況に
よる第１フードレジームの
危機，大恐慌，それを経
た小麦・農産物貿易の崩
壊）

(A) 小麦複合体， (B) 集
約的畜産・飼料複合体。

(C) 耐久食品複合体

第２ＦＲの３つの複合体
（その発展・拡張したも
の）に加えて，(D) アグロ

フュエル複合体，(E) 各
国的および越境的に，多
くの経済・社会的諸階級
の間でますます差異化・
階層化する食生活に対
応して（それを構成す
る），セグメント化・統合化
されたいくつもの農業食
料複合体。「出所判明食
料」複合体と「出所不明
食料」複合体も，その一
部をなす。

左記に加えて，(F) 一連

の巨大な中国農業食料
輸入複合体と（穀物・油
糧種子・畜産物＝「穀物
複合体食料」を中心に），
(G) 一連の巨大なアメリカ

「ラグジュアリー」農業食
料輸入複合体の，台頭。
これらは，中国の世界最
大の農業食料輸入国化，
およびアメリカの巨大農
業食料輸入国化かつ純
輸入国化の，結果でもあ
り原動力でもある。

第３ダイエットレジーム（1980年代～）：工業化・アメリ
カ的食生活の真のグローバル化，それが引き起こし
た世界人口の食経験における劇的な変化，したがっ
てまた病的肥満の蔓延。それらは，(1) グローバル企
業スーパーマーケットおよびコンビニエンスストア，
(2) 超国籍ファーストフードレストランとその受入国追
随企業，(3) 超国籍清涼飲料・スナック企業の，急展
開。
また，新自由主義グローバリゼーションの結果として
強度化された，経済・社会的諸階級間での各国内
および越境的な食生活の差異化・階層化，そこでの
より貧困層における熱量偏重・低栄養価な，した
がってより不健康な高度加工食料から構成される新
自由主義的食生活と，より富裕層における生鮮また
は低加工度・高栄養価な，したがってより健康的な
食料から構成される「ラグジュアリー」食生活。

第１フードレジーム

（1870～1914年）

（第一次大戦から第二
次大戦終焉までの移行

期）

第２フードレジーム
（1945～1973年）

第３フードレジーム（1980年代～）





      ４ヵ国の食料品目（中分類）別国内消費向け供給熱量・構成比の変化国際比較（2014年と2022年）

2014 増減 2022 2014 増減 2022 2014 増減 2022 2014 増減 2022

63,145 72,790 42,954 45,336 11,754 22,439 7,598 13,883

2901 総計 (3,742) ＜ (3,912) (2,701) ＞ (2,693) (3,206) ＜ (3,452) (2,847) ＜ (3,072)

2903 植物性食料 (2,734) ＜ (2,818) (2,169) ＞ (2,111) (2,597) ＜ (2,779) (2,462) ＜ (2,590)

2941 動物性食料 (1,008) ＜ (1,095) (532) ＜ (581) (610) ≪ (673) (386) ≪ (482)

総計 4.5 ▲ 0.3 7.7 7.9

植物性食料 3.1 ▲ 2.7 7.0 5.2

動物性食料 8.6 9.2 10.3 24.9

2901 総計 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

2903 植物性食料 73.06 ＞ 72.03 80.30 ＞ 78.39 81.00 ＞ 80.50 86.48 ＞ 84.31

2941 動物性食料 26.94 ≪ 27.99 19.70 ≪ 21.57 19.03 ＜ 19.50 13.56 ≪ 15.69

2905 穀物 21.06 ＜ 21.06 38.50 ＞ 36.72 47.60 ＞ 46.96 60.77 ＞ 52.60

2907 澱粉性根茎 2.73 ＞ 2.38 2.15 ＜ 2.15 4.71 ＞ 4.17 1.76 ＞ 1.60

2909 砂糖・甘味料 16.33 ＞ 15.44 9.77 ＞ 10.32 2.81 ＞ 2.49 0.56 ＞ 0.07

2911 食用豆 0.80 ＜ 1.05 0.48 ＞ 0.45 0.34 ＜ 0.46 6.36 ≪ 8.69

2912 ナッツ 0.88 ＜ 1.05 0.48 ＜ 0.59 0.53 ＞ 0.49 0.91 ＜ 1.20

2913 油糧作物 1.95 ＜ 1.53 4.41 ＜ 4.64 3.31 ≪ 4.11 0.25 ≪ 1.43

2914 植物油 18.71 ＜ 19.17 13.62 ＜ 13.96 5.93 ＞ 5.88 3.51 ＜ 3.71

2918 野菜 2.14 ＞ 1.87 2.74 ＜ 2.86 8.08 ≪ 8.92 3.37 ≪ 3.91

2919 果実 3.15 ≪ 3.94 2.04 ＞ 2.01 3.87 ＜ 4.26 3.83 ≪ 4.33

2924 アルコール飲料 4.46 ＞ 3.55 4.41 ＞ 3.16 3.68 ＞ 2.58 3.20 ＜ 3.68

2943 食肉 11.44 ≪ 12.60 7.40 ≪ 9.25 10.95 ≪ 11.53 7.73 ≪ 9.54

2946 動物油脂（バター含む） 2.75 ＜ 2.97 1.15 ＜ 1.26 1.28 ＞ 1.13 1.51 ＞ 1.30

2948 卵 10.58 ＞ 10.20 4.63 ＞ 4.60 2.00 ＞ 1.77 1.26 ＜ 1.46

2949 乳製品（バター除く） 1.39 ＜ 1.41 2.44 ＜ 2.56 2.18 ＜ 2.29 0.46 ＞ 0.42

2960 魚類・海産物 0.75 ＜ 0.77 3.70 ＞ 3.49 1.81 ＜ 1.85 1.90 ＜ 2.34

資料：FAO, FAOSTAT Food Blanaces , and IMF, World Economic Outolook Database, Oct. 2024 .
注：1)実質1人当たりGDPは購買力平価換算2021年USドル。
    2)「増減」列の，供給熱量欄における黄色は10％未満増加，濃いピンク色は10％以上増加，水色は減少である。
       同じく供給熱量構成比における黄色は0.5ポイント未満増加，濃いピンク色は05ポイント以上増加，
       水色は減少である。
    3)1人当たり実質GDPの8年間増加率はアメリカ15.3％，日本5.5％，中国90.9％，ベトナム82.7％であり，
       同じく年率はアメリカ1.8％，日本0.7％，中国8.4％，ベトナム7.8％である。

ベトナム

FAO

Balance
Sheets Item

Code

項目

供給熱量構成比　（1人平均１日当たり供給熱量）

％　（kcal/capita/day）

増
減
率

アメリカ 日本 中国

年次

実質1人当たりGDP









アメリカの１人1日当たり供給熱量構成比上位80％までの食料品目（小分類）とその輸入依存度の変化（2014年と2022年）

年1人
当たり
供給量

1日1人
当たり
供給熱

量

供給熱
量構成

比

累積
供給
熱量

構成比

輸入
依存度

年1人
当たり
供給量

1日1人
当たり
供給熱

量

供給熱
量構成

比

累積
供給
熱量

構成比

輸入
依存度

kg/capita
/year

kcal/capi
ta/day

％ ％ ％
kg/capita

/year
kcal/capi
ta/day

％ ％ ％

Grand Total 3,742 100.00 Grand Total 3,912 100.00

1 Wheat and products 82.22 585 15.63 15.63 28.0 Wheat and products 91.66 620 15.84 15.84 29.8

2 Milk - Excluding Butter 218.51 396 10.59 26.22 9.0 Milk - Excluding Butter 230.32 399 10.21 26.05 6.3

3 Sugar (Raw Equivalent) 32.57 333 8.90 35.12 35.6 Sugar (Raw Equivalent) 33.86 347 8.86 34.91 35.2

4 Soyabean Oil 13.34 329 8.79 43.91 0.8 Soyabean Oil 13.58 335 8.56 43.47 1.1

5 Sweeteners, Other 32.45 273 7.28 51.19 20.6 Oilcrops Oil, Other 12.73 260 6.65 50.12 21.6

6 Oilcrops Oil, Other 11.37 229 6.12 57.32 8.8 Sweeteners, Other 32.51 251 6.41 56.53 22.8

7 Poultry Meat 50.61 187 5.00 62.32 0.6 Poultry Meat 53.54 198 5.07 61.59 1.1

8 Bovine Meat 37.05 123 3.29 65.60 12.3 Pigmeat 29.86 161 4.13 65.72 7.8

9 Pigmeat 25.87 112 2.99 68.59 6.7 Bovine Meat 38.01 126 3.22 68.94 13.2

10 Beer 81.62 98 2.63 71.22 13.1 Beer 70.24 85 2.16 71.11 20.1

11 Potatoes and products 51.77 91 2.44 73.66 15.8 Potatoes and products 48.66 83 2.13 73.24 28.1

12 Maize and products 12.02 89 2.38 76.03 0.5 Maize and products 10.96 81 2.08 75.32 0.5

13 Rice and products 10.70 72 1.93 77.96 19.2 Rice and products 11.66 79 2.01 77.33 29.1

14 Fats, Animals, Raw 1.44 59 1.57 79.53 1.8 Fats, Animals, Raw 1.97 62 1.57 78.90 10.2

15 Groundnuts 4.58 55 1.48 81.01 2.8 Eggs 15.90 55 1.41 80.31 0.3

資料: FAO, FAOSTAT: Food Balances .
注：1)品目のうち2014年の網掛太字は2022年にランク外になったもの，2022年の網掛太字は新たにランク入りしたものである。
    2)「輸入依存度」＝輸入量÷国内消費仕向け供給量で，赤字は10％以上，太赤字は20％以上を表す。

熱量構成比累積80％以上は2014年と2022年ともに15品目で「食生活多様性」は不変。しかしこのうち輸入依存度10％以上が7品目から8品目へ，う
ち20％以上が3品目から7品目へ著増（ただし2022年で他の油糧作物，馬鈴薯・同製品，米・同製品は輸出依存度の方が高いので自給率は100％
超）。

順
位

２０１４年 ２０２２年

品目 Item



中国本土の１人1日当たり供給熱量構成比上位80％までの食料品目（小分類）とその輸入依存度の変化（2014年と2022年）

年1人
当たり
供給量

1日1人
当たり
供給熱

量

供給熱
量構成

比

累積
供給
熱量

構成比

輸入
依存度

年1人
当たり
供給量

1日1人
当たり
供給熱

量

供給熱
量構成

比

累積
供給
熱量

構成比

輸入
依存度

kg/capita
/year

kcal/capi
ta/day

％ ％ ％
kg/capita

/year
kcal/capi
ta/day

％ ％ ％

Grand Total 3,206 Grand Total 3,452

1 Rice and products 126.77 837 26.09 26.09 2.0 Rice and products 133.91 882 25.54 25.54 4.1

2 Wheat and products 68.32 594 18.54 44.63 3.4 Wheat and products 72.44 625 18.10 43.64 9.5

3 Pigmeat 39.04 252 7.85 52.48 1.2 Vegetables, other 353.22 270 7.83 51.47 0.0

4 Vegetables, other 303.96 227 7.07 59.55 0.1 Pigmeat 40.16 258 7.47 58.94 3.5

5 Potatoes and products 46.75 83 2.58 62.13 0.5 Potatoes and products 48.17 85 2.47 61.41 0.3

6 Sugar (Raw Equivalent) 7.36 74 2.31 64.45 22.5 Groundnuts 7.01 80 2.31 63.72 4.9

7 Beverages, Alcoholic 9.09 70 2.20 66.64 0.5 Poultry Meat 17.14 79 2.29 66.01 5.5

8 Eggs 19.19 70 2.17 68.81 0.0 Eggs 21.81 79 2.28 68.29 0.0

9 Milk - Excluding Butter 32.48 64 1.99 70.80 27.8 Soyabean Oil 3.02 74 2.16 70.45 (81.9)

10 Groundnuts 5.35 61 1.90 72.70 0.3 Sugar (Raw Equivalent) 6.56 66 1.91 72.36 35.5

11 Sweet potatoes 21.92 59 1.83 74.53 0.0 Milk - Excluding Butter 31.72 61 1.78 74.14 36.1

12 Maize and products 7.23 56 1.74 76.28 1.5 Soyabeans 5.08 54 1.55 75.69 81.9

13 Soyabean Oil 2.27 56 1.74 78.02 (89.0) Fruits, other 41.64 54 1.55 77.25 6.1

14 Poultry Meat 12.36 55 1.71 79.73 2.8 Beverages, Alcoholic 6.89 53 1.55 78.79 1.2

15 Fruits, other 35.06 45 1.41 81.15 3.3 Maize and products 6.72 52 1.50 80.30 6.9

資料: FAO, FAOSTAT: Food Balances .
注：1)品目のうち2014年の網掛太字は2022年にランク外になったもの，2022年の網掛太字は新たにランク入りしたものである。
    2)「輸入依存度」＝輸入量÷国内消費仕向け供給量で，赤字は10％以上，太赤字は20％以上を表す。
      大豆油（　）内は，大豆のそれ。

熱量構成比累積80％以上は2014年と2022年ともに15品目で「食生活多様性」は不変（1990年は7品目）。2014年は事実上の輸入依存度が明らかに
80％以上が1品目，20％以上が3品目から，2022年は2品目と4品目に増加。前述のように食肉化が顕著に進んだが，それを支える濃厚飼料給与型工
業的畜産の飼料原料のうち大豆（大豆粕原料）輸入量が2014年7,100万トンから2022年9,100万トンへ，トウモロコシも260万トンから2,060万トンへ著
増しており，meatificaionのさらなる深化は輸入依存によるもの。

順
位

２０１４年 ２０２２年

品目 Item





ベトナムの１人年平均1日当たり供給熱量構成比上位80％までの食料品目（小分類）とその輸入依存度の変化（2014年と2022年）

年1人
当たり
供給量

1日1人
当たり
供給熱

量

供給熱
量構成

比

累積
供給
熱量

構成比

輸入
依存度

年1人
当たり
供給量

1日1人
当たり
供給熱

量

供給熱
量構成

比

累積
供給
熱量

構成比

輸入
依存度

kg/capita
/year

kcal/capi
ta/day

％ ％ ％
kg/capita

/year
kcal/capi
ta/day

％ ％ ％

Grand Total 2,847 100.00 Grand Total 3,072 100.00

1 Rice and products 253.08 1,526 53.59 53.59 0.1 Rice and products 228.13 1,375 44.75 44.75 3.1

2 Sugar (Raw Equivalent) 18.94 176 6.17 59.76 6.6 Sugar (Raw Equivalent) 24.97 232 7.54 52.29 36.3

3 Pigmeat 26.57 172 6.05 65.81 0.2 Pigmeat 32.79 210 6.85 59.14 3.9

4 Maize and products 12.46 102 3.60 73.08 47.0 Maize and products 15.56 128 4.16 63.30 68.8

5 Wheat and products 14.74 102 3.57 76.66 105.4 Vegetables, other 176.46 127 4.12 67.42 2.9

6 Groundnuts 4.06 49 1.72 78.38 0.2 Wheat and products 16.39 112 3.64 71.07 110.7

7 Soyabean Oil 1.91 47 1.66 80.04 (90.3) Poultry Meat 14.95 59 1.91 72.97 18.4

8 Soyabeans 5.28 58 1.90 74.87 95.8

9 Soyabean Oil 2.34 58 1.88 76.75 (95.8)

10 Fruits,  other 35.66 47 1.54 78.29 11.0

11 Beer 38.81 47 1.52 79.81 0.3

12 Milk -  Excluding Butter 37.21 45 1.45 81.26 97.0

資料: FAO, FAOSTAT: Food Balances .
注：1)品目のうち2014年の網掛太字は2022年にランク外になったもの，2022年の網掛太字は新たにランク入りしたものである。
    2)「輸入依存度」＝輸入量÷国内消費仕向け供給量で，赤字は10％以上，太赤字は20％以上を表す。
       大豆油の（　）内は，大豆のそれ。

熱量構成比累積80％以上が2014年7品目から2022年12品目へ「食生活の多様化」がさらに大幅に進んだ（1990年は4品目）。しかし事実上輸入依存度90％2
品目，20％以上3品目が，4品目と6品目に著増しており，「多様化」は輸入依存によって支えられている。また濃厚飼料給与型工業的畜産の拡大に支えられた
豚肉，鶏肉の消費増大（meatification）の更なる進展も，飼料原料の輸入依存度上昇と一体である。さらに2022年の供給熱量80％に達する12品目のうち6品目
が輸入依存度20％以上なので，食料安全保障は脆弱化している。
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日本の１人1日当たり供給熱量構成比上位80％までの食料品目（小分類）とその輸入依存度の変化（2014年と2022年）

年1人
当たり
供給量

1日1人
当たり
供給熱

量

供給熱
量構成

比

累積
供給
熱量

構成比

輸入
依存度

年1人
当たり
供給量

1日1人
当たり
供給熱

量

供給熱
量構成

比

累積
供給
熱量

構成比

輸入
依存度

kg/capita
/year

kcal/capi
ta/day

％ ％ ％
kg/capita

/year
kcal/capi
ta/day

％ ％ ％

Grand Total 2,701 100.00 Grand Total 2,693 100.00

1 Rice and products 83.98 584 21.64 21.64 8.0 Rice and products 73.47 541 20.09 20.09 9.0

2 Wheat and products 46.72 362 13.41 35.05 92.1 Wheat and products 45.11 353 13.10 33.19 88.6

3 Sugar (Raw Equivalent) 16.77 176 6.52 41.57 63.6 Sugar (Raw Equivalent) 18.13 190 7.07 40.25 60.1

4 Rape and Mustard Oil 6.99 172 6.37 47.94 (97.8) Rape and Mustard Oil 6.27 154 5.73 45.99 (98.7)

5 Milk - Excluding Butter 60.82 125 4.62 52.55 40.9 Milk - Excluding Butter 62.15 124 4.62 50.60 45.2

6 Soyabeans 7.34 98 3.61 56.17 91.3 Poultry Meat 27.90 109 4.04 54.64 33.1

7 Pigmeat 20.56 94 3.47 59.63 52.9 Soyabeans 8.00 104 3.88 58.52 92.1

8 Sweeteners, Other 10.44 85 3.13 62.76 22.6 Pigmeat 22.77 103 3.81 62.33 55.4

9 Maize and products 13.61 82 3.02 65.79 100.8 Soyabean Oil 4.11 101 3.76 66.09 (92.1)

10 Poultry Meat 18.03 71 2.62 68.40 39.9 Sweeteners, Other 9.98 84 3.12 69.20 27.5

11 Soyabean Oil 2.86 71 2.61 71.01 (91.3) Maize and products 13.23 80 2.95 72.16 99.6

12 Beverages, Alcoholic 8.85 69 2.54 73.55 13.7 Eggs 19.92 69 2.58 74.73 1.8

13 Eggs 18.94 66 2.44 76.00 2.0 Oilcrops Oil, Other 2.91 60 2.24 76.98 24.7

14 Oilcrops Oil, Other 3.07 62 2.30 78.30 17.9 Vegetables, other 86.12 59 2.18 79.15 26.5

15 Vegetables, other 86.14 57 2.10 80.40 26.1 Beverages, Alcoholic 6.35 49 1.83 80.98 19.1

資料: FAO, FAOSTAT: Food Balances .
注：1)品目のうち2014年の網掛太字は2022年にランク外になったもの，2022年の網掛太字は新たにランク入りしたものである。
    2)「輸入依存度」＝輸入量÷国内消費仕向け供給量で，赤字は10％以上，太赤字は20％以上を表す。
      大豆油と菜種・芥子菜種子油（　）内は，大豆と菜種・芥子菜種子のそれ。

熱量構成比累積80％以上は2014年と2022年ともに15品目で「食生活多様性」は不変。この品目数で見る限り，日本の食生活がアメリカより多様と言え
なくなっている（1990年は日本16品目＞アメリカ13品目だった）。このうち事実上の輸入依存度が明らかに80％以上が5品目，卵2％前後，家禽肉33～
40％，豚肉53～55％のいずれもが輸入依存度が極度に高い濃厚飼料給与型であるから，ほとんど自給的な品目はない。しかも一応自給基調のその
他野菜は1日1人当たり60kcal弱である上に，輸入依存度26％である。米以外に日本の食生活セキュリティを支える品目はないのである。
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          （単位：2023年百万USドル）

輸出額 輸入額 純輸出額 輸出額 輸入額 純輸出額

世界総計 86,015.7 81,591.9 4,423.8 169,934.2 212,151.5 ▲ 42,217.3

アフリカ合計 3,989.4 1,485.9 2,503.5 3,722.6 3,905.6 ▲ 210.4

アジア合計 37,246.5 14,800.8 22,445.6 71,221.1 37,325.1 33,896.0

中央ジア小計 41.7 17.8 23.9 67.9 51.3 16.6

東アジア小計 26,215.8 3,280.2 22,935.6 48,342.0 8,931.0 39,411.0

中国 2,706.0 1,979.3 726.6 27,073.9 5,698.3 21,375.6

香港 1,973.0 168.5 1,804.5 1,476.1 132.5 1,343.5

日本 17,817.5 788.2 17,029.2 12,152.3 1,502.2 10,650.0

韓国 3,704.8 340.6 3,364.3 7,624.9 1,576.9 6,048.0

その他アジア小計 3,114.7 581.5 2,533.2 3,559.8 831.0 2,728.9

東南アジア小計 3,892.6 8,273.2 ▲ 4,380.6 11,426.0 19,210.2 ▲ 7,784.3

インドネシア 864.9 1,606.4 ▲ 741.5 2,668.9 5,518.2 ▲ 2,849.3

フィリピン 1,459.2 1,044.8 414.4 3,560.7 1,203.3 2,357.5

シンガポール 400.9 196.8 204.0 784.6 3,180.1 ▲ 2,395.5

タイ 665.4 4,027.4 ▲ 3,362.0 1,080.4 4,320.0 ▲ 3,239.5

ベトナム 68.8 876.5 ▲ 807.6 2,342.4 4,056.2 ▲ 1,713.8

南アジア小計 534.4 2,050.1 ▲ 1,515.7 2,315.1 5,633.7 ▲ 3,318.6

インド 306.4 1,654.6 ▲ 1,348.1 1,597.2 5,080.2 ▲ 3,482.9

西アジア小計 3,447.2 598.0 2,849.2 5,510.3 2,669.1 2,841.2

資料：United Nations, Comtrade .

注：1)品目分類は，「国際統一商品分類2022版」（Hermonaized Commodity Discription and Coding System, HS 2022）による。

    2)「品目合計」には「食肉・同可食内蔵（02）」，「魚介類（水生植物除く，03）」，「乳製品・卵等（04）」，

       「観賞用切花・花芽（0603）」，「野菜・根茎類（07）」，「果実（08）」， 「コーヒー・茶・マテ茶・香辛料（09））」，「穀物（10）」， 

       「穀類製粉産品（11）」， 「油糧作物（12）」，「動植物油脂（15）」，「食肉・魚介類調整加工品（16）」，「砂糖類・同菓子（17）」，

       「ココア・同調整品（18）」，「穀物・穀類製粉品・澱粉ないし牛乳の調整加工品（19）」，「野菜・果実・ナッツ等調整加工品（20）」，

       「その他調整加工可食品（21）」，「飲料・蒸留酒・酢（22）」，「食品産業残渣・飼料（23）」，の合計である。

    3)本表ではEUの加盟・非加盟の分類は2023年時点のそれにもとづいている。

    4)2000年の金額はIMFの小売価格指数（原データがUSDドル表示なのでアメリカのそれ）を用いて2023年価格に換算した。

2000年 2023年



          （単位：2023年百万USドル）

輸出額 輸入額 純輸出額 輸出額 輸入額 純輸出額

世界総計 86,015.7 81,591.9 4,423.8 169,934.2 212,151.5 ▲ 42,217.3

カリブ海・中米合計 14,133.4 15,131.4 ▲ 998.0 38,509.6 55,217.2 ▲ 16,707.6

メキシコ 10,136.0 9,711.7 424.3 27,895.1 45,526.4 ▲ 17,631.2

ＥＵ加盟国合計 8,371.3 14,334.1 ▲ 5,962.8 12,348.1 30,147.0 ▲ 17,771.5

欧州非ＥＵ諸国合計 3,290.3 3,856.8 ▲ 566.5 2,371.2 7,455.4 ▲ 5,084.2

ノルウェー 139.6 352.7 ▲ 213.1 154.3 1,663.2 ▲ 1,508.8

ロシア 1,010.5 588.0 422.5 66.2 144.9 ▲ 78.7

イギリス 1,689.9 2,329.1 ▲ 639.2 1,828.0 2,918.3 ▲ 1,090.4

北米合計 14,960.3 16,922.2 ▲ 1,961.8 31,861.8 40,959.1 ▲ 9,097.3

カナダ 14,837.2 16,910.3 ▲ 2,073.1 31,733.2 40,957.1 ▲ 9,223.9

オセアニア合計 920.8 4,511.4 ▲ 3,590.6 2,006.4 8,475.4 ▲ 6,469.0

オーストラリア 605.5 2,593.9 ▲ 1,988.4 1,437.7 4,497.8 ▲ 3,060.2

ニュージーランド 176.5 1,777.2 ▲ 1,600.7 390.4 3,503.9 ▲ 3,113.5

南米合計 2,562.1 10,549.3 ▲ 7,987.2 7,893.4 28,666.7 ▲ 20,773.4

アルゼンチン 189.4 1,267.1 ▲ 1,077.7 179.2 2,041.2 ▲ 1,862.0

ブラジル 272.4 1,969.5 ▲ 1,697.1 464.0 5,847.0 ▲ 5,383.0

チリ 177.5 2,671.3 ▲ 2,493.7 994.2 7,092.9 ▲ 6,098.7

2000年 2023年













































日本・ベトナム・中国の重要品目（供給熱量構成比80％構成品目）で輸入依存度の高い品目（30％以上）の状況

品目 小麦 砂糖
菜種・芥子菜

種子油
乳製品 家禽肉 大豆 豚肉 大豆油 トウモロコシ

供給熱量構成比（％） 13.10 7.07 5.73 4.62 4.04 3.88 3.81 3.76 2.95

輸入依存度（％） 88.6 60.1 (98.7) 45.2 33.1 92.1 55.4 (92.1) 99.6

輸入累積80％到達国数 3 1 2 6 2 2 5 (2) 2

同上上位国

アメリカ，

カナダ，

オーストラリア

オーストラリア オーストラリア，

カナダ

ニュージーランド，

オーストラリア，

アメリカ，

イタリア，

オランダ，

フランス

ブラジル,

タイ

アメリカ，

ブラジル

カナダ，

アメリカ，

スペイン，

メキシコ，

ブラジル

（アメリカ，

ブラジル）

アメリカ，

ブラジル

品目 砂糖 トウモロコシ 小麦 大豆 大豆油 乳製品

供給熱量構成比（％） 7.54 4.16 3.64 1.90 1.88 1.45

輸入依存度（％） 36.3 68.8 110.7 95.8 (95.8) 97.0

輸入累積80％到達国数 5 3 3 2 (2) 5

同上上位国

インドネシア，

オーストラリア，

マレーシア，

タイ，

ラオス

アルゼンチン，

ブラジル，

インド

オーストラリア, ブラジル，

アメリカ

（ブラジル，

アメリカ）

ニュージーランド，

アメリカ，

オーストラリア，

フランス，

ドイツ

品目 大豆油 砂糖 乳製品 大豆

供給熱量構成比（％） 2.16 1.91 1.78 1.55

輸入依存度（％） (81.9) 35.5 36.1 (81.9)

輸入累積80％到達国数 2 1 4 (2)

同上上位国

ブラジル，

アメリカ

ブラジル ニュージーランド，

オーストラリア，

フランス，

ドイツ

（ブラジル，

アメリカ）

資料：FAO, FAOSTAT Food Balances , and UN, Comtrade．
注：1) 供給熱量高施肥と輸入依存度はFood Balances からで，各国とも2022年値。
    2) 輸入追跡80％到達国数とその上位国は，Detailed Trade Matrix からで，日本は2024年，ベトナムは2022年，中国は2023年の値。
    3) 乳製品はUN Comtrade におけるHS0401～0406乳製品の金額ベース合計で算出した。その他は同じく数量ベースで算出している。
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Q1                      Q2, Q3                       Q4, Q5, Q6          Q7, Q8    
★個人ごとに8つの質問へ「はい」の数でスコア化（0～8）したのが原データ。
★各国で「はい」と答える経験水準が異なるので，原データを世界的に標準化さ
れた「中位のフードインセキュリティ」と「深刻なフードインセキュリティ」
の相対的区分に陥る確率に分類する。
★確率区分に分類されたデータの加重平均が「中位」「深刻」の人口比率。

過去12ヶ月間に次のような経験がありましたか？

お金や食料の調達手段が不足していて、十分な食べ物がないかもしれないと心配した。Q1

お金や食料の調達手段が不足していて、健康的で栄養のある食べ物が食べられなかった時があった。Q2

お金や食べ物の調達手段が不足していて、わずかな種類の食べ物しか食べられなかった。Q3

食べ物を得るための十分なお金や調達手段がなく、食事を抜かなければならなかった。Q4

お金や食料の調達手段が不足していて、食べる必要があると思ったよりも少ない量の食事をしなければならなかった。Q5

お金や食べ物の調達手段が不足していて、家庭に食べるものがなかった。Q6

食べ物を得るための十分なお金や調達手段がないので、おなかが空いたけれども食べなかった。Q7

お金や食料の調達手段が不足していて、一日中食べずに過ごした。Q8
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資料：FAOSTAT, Suite of Food Security Indicators, Production, and Trade.
注：1) FIとは中位または深刻なフードインセキュリティ。

2)輸出率＝輸出額÷総産出額。

農産物輸出率・自給率（金額）と栄養不足・FI人口の推移（世界）
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資料：FAOSTAT, Suite of Food Security Indicators, Production, and Trade.
注：1) LDCsは後発開発途上諸国（Least Developed Countries）。

2) 輸出率＝輸出額÷総産出額，自給率＝（総産出額－輸出額＋輸入額）÷総産出額とした。

農産物輸出率・自給率（金額）と栄養不足・FI人口の推移（後発途上国）
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資料：FAOSTAT, Suite of Food Security Indicators, Production, and Trade.
注：1) LIFDCsは低所得食料不足諸国（Low Income Food DeficentCountries）。

2) 輸出率＝輸出額÷総産出額，自給率＝（総産出額－輸出額＋輸入額）÷総産出額とした。

農産物輸出率・自給率（金額）と栄養不足・FI人口の推移（低所得食料不足国）
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資料：FAOSTAT, Suite of Food Security Indicators, Production, and Trade.
注：1) FIとは中位または深刻なフードインセキュリティ。前後3ヶ年移動平均。

2)輸出率＝輸出額÷総産出額，自給率＝（総産出額－輸出額＋輸入額）÷総産出額とした。
3)病的肥満はObesity（18歳以上, BMI is more than 30 kg/m2）で前後3ヵ年移動平均。人口
（百万人）と人口率がほほぼ重なっている。

農産物輸出率・自給率（金額）と栄養不足・FI人口等の推移（日本）
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資料：FAOSTAT, Suite of Food Security Indicators, Production, and Trade.
注：1) FIとは中位または深刻なフードインセキュリティ。前後3ヶ年移動平均。

2)輸出率＝輸出額÷総産出額，自給率＝（総産出額－輸出額＋輸入額）÷総産出額とした。
3)病的肥満はPbesity（18歳以上, BMI is more than 30 kg/m2）で前後3ヵ年移動平均。

農産物輸出率・自給率（金額）と栄養不足・FI人口等の推移（ベトナム）
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資料：FAOSTAT, Suite of Food Security Indicators, Production, and Trade.
注：1) FIとは中位または深刻なフードインセキュリティ。前後3ヶ年移動平均。

2)輸出率＝輸出額÷総産出額，自給率＝（総産出額－輸出額＋輸入額）÷総産出額とした。
3)病的肥満はOcesity（18歳以上, BMI is more than 30 kg/m2）で3ヵ年移動平均。

農産物輸出率・自給率（金額）とFI・病的肥満人口の推移（アメリカ）
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中国栄養不足人口数（右軸，億人） 中国栄養不足人口率（右軸）

資料：FAOSTAT, Suite of Food Security Indicators, Production, and Trade.
注：1) 栄養不足人口関係は前後3ヶ年移動平均。図の栄養不足人口比率2.5％は「2.5％未満」。

2)輸出率＝輸出額÷総産出額，自給率＝（総産出額－輸出額＋輸入額）÷総産出額とした。

農産物輸出率・自給率（金額）と栄養不足・FI人口の推移（中国）
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バイオマスディーゼル（右軸）

再生可能燃料合計

コーンエタノール

資料：Shenpf, Randy and Brend Yacobucci, Renewable Fule Standard (RFS): Overview and Issues, 
Congressional Research Report 7-5700, 2013, p.3, EPA Proposed New Regulations for the 
National Renewable Fuel Standard Program for 2010 and Beyond, EPA-420-F-09-023, May 
2009, EPA Finalizes 2011 Renewable Fule Standards, EPA-420-F-10-056, Nov. 2010, EPA 
Finalizes 2012 Renewable Fuel Standards, EPA-F-11-044, Dec. 2011, EPA Finalizes 2013 
Renewable Fuel Standards, EPA-420-F-13-042, Aug. 2013, EPA, Final Reneable Fuel 
Standards  for 2017, and the Biomass-Based Diesel Volume for 2018, Oct. 2021, EPA, Final 
Renewable Fuel Standards for 2019, and the Biomass-Based Diesel Volume for 2020, Jan. 
2022, and EPA, Final Volume Standards for 2020, 2021, and 2022, July 2022.
Final Renewable Fuels Standards Rule for 2023, 2024, and 2025, June 2023

注：1)2006～2007年の数値は2005年エネルギー法によるRFSである。

2)バイオマスディーゼルの単位は、それ地雷の100万KLである。

2007年エネルギー自立・保障法下のEPAによるバイオ燃料基準（RFS）決定量
の推移（エタノール等価100万キロリトル）
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生産量（右軸） 飼料等 HFCSなど糖類

燃料アルコール 輸出

アメリカのトウモロコシ主要需要構成推移（9-8月販売年度，千万トン）

資料：USDA ERS, Feed Grains Database.
注：「HFCSなど糖類」はHFCS（果糖ブドウ糖液糖）および水飴・ブドウ糖である。
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生産量（右軸） 搾油 種子・直接飼料・その他 輸出

資料：USDA ERS, Oil Crops Yearbook Tables, March 25, 2024.

アメリカの大豆需要構成の推移（9-8月販売年度，千万トン）
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アメリカの大豆油需要構成の推移（10-9月年度，万トン）

資料：USDA ERS, Oil Crops Yearbook Tables, March 25, 2024.





資料：岩佐和幸氏（高知大学）提供データより。



資料：岩佐和幸氏（高知大学）提供データより。


























